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本から学ぶ～学校運営協議会～  
 

梅雨時期でなかなか外に出られない日もありますが、そんなときは読書をして色々なこと

を学ぶことが最近の楽しみでもあります。 

さて、今回は学校運営協議会のことをお話しさせていただきます。6月13日に学校運営協

議会の総会がありました。学校運営協議会とは「保護者や地域の住民が一定の権限と責任を

もって学校運営に参画することにより、そのニーズを迅速かつ的確に学校運営に反映させ、

よりよい教育の実現に取り組む」という目的のもとで進められています。短くするとニュア

ンスが変わるかもしれませんが、学校教育をよりよくするための「学校のご意見番」であり

「学校の応援団」であるということです。修学院小学校では、理事長が1名、理事が6名の

理事会があり、「学校安全環境委員会」「学び支援委員会」「開かれた学校委員会」の委員

11名の企画推進委員会で構成されています。 

学校安全環境委員会では、見守り隊の活動・自転車安全教室への参加、学び支援委員会は

6年生の茶道体験の授業を担当いただき、開かれた学校委員会では、学校評価号を作成いた

だいていますのでご存じの活動もあるかと思います。 

昨年度はホームページ上でも掲載しましたが、学校運営協議会全体として、本館と北校

舎、運動場横のスロープ、体育館周りの手すりをペンキでぬっていただき大変きれいになり

子どもたちも喜んでいました。コロナ禍であっても、「今できること」を考え実行していた

だきました。今年度から新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行することを受けて、

感染症に気を付けながらも、今までの取組の中で力を入れていた「本のリユースフェア」を

復活させていきたいと考えています。これは「各家庭で眠っている蔵書を活用して子どもた

ちに本に親しむ機会をつくる」活動です。大人向けの本ではなく、子ども向けの本を次の人

につないでいき学び多き本を大切にしていきたいということです。また、夏休み前でも家で

眠っている素敵な蔵書をお譲りいただき、本から得られるたくさんの学びをつないでいけた

らと思います。 

こういう私も本から学んだことは多くあります。今の私は数々の本に育てていただいたと

思うことも多いです。小学生のときは絵本が大好きで、今でもたまに絵本コーナーで絵本を

読んでいることもあるぐらいです。（大人の目線で読む絵本もまた面白いです。）たくさん

の学びのきっかけづくりを学校運営協議会の方に担っていただきますが、その際は皆様にも

ご協力いただけたらと思います。 

素敵な学びあふれる学校を思い描いて！ 

 

 


